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色
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と

�

寺
島　

恒
世

　	

は
じ
め
に

　

王
朝
の
盛
時
に
藤
原
公
任
が
編
む
『
三
十
六
人
撰
』
を
基
に
、
歌
人
の

絵
姿
が
添
え
ら
れ
て
成
立
す
る
三
十
六
歌
仙
絵
は
、
中
世
以
降
、
採
用
さ

れ
る
歌
や
描
か
れ
る
絵
の
異
な
る
多
様
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
多
く
の

研
究
が
積
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
研
究
を
切
り
拓
き
、
先
導
者
の
役
割
を
果

た
さ
れ
た
森
暢
氏
は
、

　

歌
仙
絵
の
面
白
さ
は
歌
道
の
発
展
に
つ
れ
て
生
れ
た
流
行
の
上
に

あ
り
、
そ
れ
な
る
が
故
に
さ
ま
ざ
ま
な
歌
仙
絵
が
生
れ
、
絵
と
書
と

歌
と
の
調
和
の
上
に
独
自
の
世
界
を
開
い
て
い
る
。

と
総
括
さ
れ
、
そ
の
作
家
た
ち
の
「
絵
と
書
と
歌
の
世
界
」
へ
の
「
深
い

興
味
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
た（

１
）。

　

絵
と
歌
の
相
関
が
注
目
さ
れ
や
す
い
歌
仙
絵
作
品
は
、
言
わ
れ
る
通
り
、

「
書
」
の
役
割
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ら
異
な
る
三
分
野
が
融

合
し
た
新
た
な
芸
術
で
あ
っ
た
。

　

巻
子
本
・
冊
子
本
・
画
帖
、
さ
ら
に
は
扁
額
等
に
、
絵
と
と
も
に
示
さ

れ
る
和
歌
は
、
絵
の
余
白
あ
る
い
は
色
紙
形
に
書
か
れ
、
享
受
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
色
紙
形
に
書
か
れ
る
文
字
は
、
余
白
に
記
さ
れ
る
歌
と
は
異
な

り
、
方
形
の
場
を
与
え
ら
れ
、
多
様
な
文
字
の
配
置
が
試
み
ら
れ
た
。

　

そ
の
多
く
は
散
ら
し
書
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
古
く
か
ら
そ
の
書
か
れ

方
が
『
野
鶴
庭
訓
抄
』・『
才
葉
抄
』・『
麒
麟
抄
』
等
の
入
木
道
伝
書
で
扱

わ
れ
、
近
代
以
降
も
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
類
別
さ
れ
、

呼
称
も
与
え
ら
れ
て
享
受
さ
れ
て
き
た
書
式
は
、
時
代
と
と
も
に
多
様
化

し
、
書
の
世
界
に
は
収
ま
ら
ず
、
評
価
の
埒
外
に
置
か
れ
る
例
も
少
な
く

な
い
。

　

こ
こ
に
、
和
歌
を
書
く
営
み
自
体
を
考
え
る
た
め
、
歌
仙
絵
と
は
離
れ
、

漢
詩
と
和
歌
を
書
い
た
「
詩
歌
色
紙
形
」
と
い
う
資
料
を
取
り
上
げ
、
そ

の
実
態
の
検
討
を
手
が
か
り
に
、
定
め
ら
れ
た
範
囲
の
中
に
文
字
を
書
く

営
み
に
つ
き
、
そ
の
展
開
の
問
題
を
含
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

	

一
、
研
究
史

　

書
道
芸
術
の
仮
名
に
お
け
る
重
さ
か
ら
、
近
代
に
お
け
る
散
ら
し
書
き

の
検
討
や
考
察
は
、
主
と
し
て
書
に
関
わ
る
研
究
者
や
書
家
に
よ
り
幅
広
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く
、
ま
た
深
く
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
成
果
を
た
ど
れ
ば
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　

早
く
桑
田
笹
舟
氏
は
、
古
代
以
降
、
変
遷
を
経
て
「
徳
川
時
代
に
一
種

の
型
を
生
じ
た
」
散
ら
し
書
き
に
つ
き
、「
下
り
藤
」「
上
り
藤
」「
雁
の
乱
」

「
三
行
二
字
散
」「
三
行
三
字
散
」「
水
辺
散
」「
上
下
二
段
散
」
に
分
け
、

図
で
は
「
三
段
散
」
を
加
え
、
次
の
六
例
を
示
さ
れ
た（

２
）（

延
べ
八
類
型
）。

　

笠
嶋
忠
幸
氏
は
、
行
書
き
か
ら
散
ら
し
書
き
へ
の
展
開
、
代
表
的
な
作

品
で
あ
る
三
色
紙
（『
継
色
紙
』・『
升
色
紙
』・『
寸
松
庵
色
紙
』）
の
特
質
、

散
ら
し
書
き
の
伝
統
と
型
を
検
討
さ
れ
た
上
で
、
右
の
桑
田
氏
の
分
類
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
基
本
形
を
、
行
頭
を
揃
え
る
「
下
り
藤
」
と
行
末

を
揃
え
る
「
上
り
藤
」
の
二
種
類
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ほ

か
の
型
は
相
互
に
複
合
す
る
も
の
を
含
め
、
変
形
書
式
と
み
な
さ
れ
る
と

説
か
れ
た（

３
）。

　

近
年
精
力
的
に
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
金
子
馨
氏
は
、
出
光
美
術
館

所
蔵
の
中
院
通
茂
筆
『
三
十
六
歌
仙
画
帖
』
を
対
象
に
、
入
木
道
伝
書
の

雛
形
を
踏
ま
え
、
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
論
に
お
い
て
、
桑
田
氏
の
分
類
で

は
「
雁
の
乱
」
に
当
た
る
「
雁
行
」
は
、
右
の
笠
嶋
氏
の
二
分
類
に
は
属

さ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
加
え
た
三
種
を
散
ら
し
書
き
の
基
本
形
と
す

べ
き
こ
と
を
論
じ
ら
れ
、
幅
広
い
検
討
を
施
さ
れ
て
い
る（

４
）。

	

二
、『
詩
歌
色
紙
形
』

　

こ
こ
に
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
田
安
徳
川
家
旧
蔵
入
木
道
伝
書

（
田
藩
文
庫
）
に
収
め
ら
れ
る
『
詩
歌
色
紙
形
』
を
取
り
上
げ
、
検
討
を

加
え
て
み
た
い
。

　

本
書
の
書
誌
は
、
金
子
馨
氏
・
海
野
圭
介
氏
に
よ
る
解
題
に
詳
し
い（

５
）。

世
尊
寺
家
伝
来
の
一
書
で
あ
る
本
書
は
、「
乾
」「
坤
」
の
二
冊
か
ら
な
る

（
請
求
記
号
は
一
五
ー
七
四
〇
）。
第
一
冊
（
乾
）
の
卷
末
識
語
に
、「
依

後
宇
多
院
勅
命
、
祖
父
経
朝
卿
以
家
法
被
奉
調
進
色
紙
形
。
揋
不
可
出
書

窓
外
者
也
。
藤
原
行
尹
」
と
あ
り
、
後
宇
多
院（
一
二
六
七
～
一
三
二
四
）

の
勅
命
に
よ
り
、
世
尊
寺
家
第
十
二
代
の
藤
原
行
尹
（
一
二
八
六
～
一
三

五
〇
）
の
祖
父
、
経
朝
（
一
二
一
五
～
七
六
）
が
家
に
伝
わ
る
書
式
を
示

し
た
色
紙
形
を
調
進
し
た
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

第
二
冊
（
坤
）
の
卷
末
に
は
、「
依
主
上
勅
諚
、
以
家
伝
法
令
染
筆
奉

進
上
之
控
也
。
享
禄
元
年
十
二
月
諫
議
大
夫
行
季
」
と
あ
り
、
当
該
書
は
、

後
奈
良
天
皇
（
一
四
九
六
～
一
五
五
七
）
の
勅
命
に
よ
り
、
世
尊
寺
行
季

（
一
四
七
六
～
一
五
三
二
）
が
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
奉
っ
た
本
の
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手
控
え
を
写
し
た
伝
本
で
あ
っ
た
。

書
名
は
外
題
に
記
さ
れ
、「
詩
歌

色
紙
形　

乾　

三
十
四
」（
第
一

冊
）、「
詩
歌
色
紙
形　

坤　

三
十

五
」（
第
二
冊
）
と
す
る
（
以
下
、

本
論
で
は
第
一
冊
を
「
乾
」、
第

二
冊
を
「
坤
」
で
示
す
）。
本
文

は
、
見
開
き
の
右
丁
に
漢
詩
文
の

摘
句
、
左
丁
に
和
歌
が
、
同
じ
散

ら
し
書
き
の
型
に
よ
り
記
さ
れ
る
。

　

上
図
は
本
文
第
一
丁
の
最
初
の

番
い
で
あ
る
。

　
「
乾
」「
坤
」
両
冊
が
収
め
る
作
品
の
出
典
は
、「
乾
」
が
『
和
漢
朗
詠
集
』、

「
坤
」
が
『
新
撰
朗
詠
集
』
で
あ
る
。
十
八
例
か
ら
な
る
本
書
の
漢
詩
・

和
歌
の
番
い
を
①
〜
⑱
の
丸
囲
み
番
号
で
示
し
（
以
下
も
同
様
に
示
す
）、

出
典
の
朗
詠
題
と
作
品
番
号
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内

に
示
し
た
上
が
漢
詩
・
下
が
和
歌
の
番
号
）

（
６
）。

乾
① 

春
興
（
二
二
・
二
五
）、
② 

雨
（
八
三
・
八
六
）、
③ 

落
花
（
一
二

六
・
一
三
一
）、
以
上
「
春
」

④ 

納
涼（
一
五
九
・
一
六
七
）、
⑤ 

蛍（
一
八
六
・
一
九
一
）、
以
上
「
夏
」

⑥ 

秋
興
（
二
二
三
・
二
二
八
）、
⑦ 

秋
晩
（
三
四
六
・
三
五
一
）、
⑧ 

擣
衣
（
二
三
〇
・
二
三
二
）
以
上
「
秋
」

⑨ 

雪（
三
七
五
・
三
八
三
）、
⑩ 

仏
名（
三
九
四
・
三
九
六
）以
上
「
冬
」

⑪ 

管
絃
（
四
六
八
・
四
六
九
）、
⑫ 

仏
事
（
五
九
八
・
六
〇
〇
）、
⑬ 

閑
居
（
六
二
〇
・
六
二
三
）、
⑭ 

餞
別
（
六
三
六
・
六
四
〇
）、
⑮ 

遊

女（
七
二
一
・
七
二
二
）、
⑯ 

交
友（
七
三
五
・
七
四
〇
）、
⑰ 

慶
賀（
七

六
七
・
七
七
三
）、
⑱ 

恋
（
七
八
一
・
七
八
八
）
以
上
「
雑
」

坤
① 

雲
（
三
七
七
・
三
八
一
）、
② 

晴
（
三
八
二
・
三
八
七
）、
③ 

暁
（
三

八
九
・
三
九
三
）、
④ 

竹
（
四
〇
五
・
四
〇
六
）、
⑤ 

草
（
四
〇
九
・

四
一
二
）、
⑥ 

鶴
（
四
一
八
・
四
二
〇
）、
⑦ 

猴
（
四
二
四
・
四
二
五
）、

⑧ 

管
絃
（
四
三
一
・
四
三
二
）、
⑨ 

文
詞
（
四
三
七
・
四
四
〇
）、
⑩ 

酒
（
四
四
六
・
四
五
〇
）、
⑪ 

山
水
（
四
六
一
・
四
六
六
）、
⑫ 

水
付

漁
父
（
四
七
五
・
四
七
六
）、
⑬ 

禁
中
（
四
八
〇
・
四
八
四
）、
⑭ 

故

京
（
四
八
六
・
四
八
七
）、
⑮ 

仙
家
付
道
士
（
五
〇
〇
・
五
〇
六
）、

⑯
僧 

（
五
七
〇
・
五
七
四
）、
⑰ 

遊
女
（
六
七
〇
・
六
七
四
）、
⑱ 

慶

賀
（
七
一
九
・
七
二
三
）
以
上
「
雑
」

　

こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、「
乾
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
巻
か
ら
春

三
題
、
夏
二
題
、
秋
三
題
、
冬
二
題
の
計
十
題
、
下
巻
か
ら
雑
八
題
と
バ

ラ
ン
ス
よ
く
採
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
坤
」は
す
べ
て『
新
撰
朗
詠
集
』

下
巻
か
ら
の
採
用
に
よ
り
雑
の
題
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
差
異
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
坤
」
の
十
八
例
は
、「
乾
」
の
雑
八
題
と
は
「
管
絃
」「
遊
女
」

「
慶
賀
」
の
三
題
が
重
複
し
、
他
の
十
五
題
は
重
な
っ
て
い
な
い
。「
坤
」
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は
「
乾
」
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
広
く
雑
の
諸
題
を
扱
お
う
と
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

	
ア
、
散
ら
し
書
き
の
実
態　

― 

乾 

―

　

で
は
、
各
色
紙
の
文
字
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

漢
詩
と
和
歌
の
番
い
を
な
す
各
組
、
計
十
八
例
の
散
ら
し
書
き
の
実
態
を

模
式
的
に
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　
（
図
は
す
べ
て
和
歌
の
散
ら
し
書
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
線
の
長

さ
は
行
の
長
さ
を
表
し
、
行
頭
の
数
字
は
書
か
れ
た
順
を
示
す
。
な
お
、

和
歌
と
対
応
す
る
漢
詩
も
同
じ
散
ら
し
書
き
の
型
で
書
か
れ
て
い
る
。）
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こ
れ
ら
、
十
八
例
の
書
か
れ
方
を
見
渡
す
と
、
幾
つ
か
に
類
別
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
①
・
②
・
③
・
⑧
・
⑪
・
⑭
・
⑱
の
七
例
が
通
常
の
行
の
み
か

ら
な
る
書
き
方
（
便
宜
「
行
書
き
」
と
す
る
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
巻

頭
①
の
三
行
で
書
く
例
以
外
は
、
行
末
一
字
二
字
を
ず
ら
し
て
五
行
・
七

行
に
す
る
例
（
②
・
⑭
）
を
含
め
、
四
行
を
基
本
的
に
す
る
。
い
ず
れ
も

『
麒
麟
抄
』
や
『
才
葉
抄
』
等
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
書
式
で
あ
る
。

　

対
し
て
、
ほ
か
の
十
一
例
は
す
べ
て
段
組
み
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
二
段
組
み
と
三
段
組
み
か
ら
な
り
、
上
下
二
段
組
み
の
も
の

は
、
④
・
⑤
・
⑦
・
⑨
・
⑩
・
⑫
・
⑮
・
⑯
の
八
例
（
⑬
は
一
部
二
段
組

み
）、
上
中
下
三
段
組
み
の
も
の
は
、
⑥
・
⑰
の
二
例
で
あ
る
。

　

そ
の
二
段
組
み
に
つ
い
て
は
、
④
・
⑨
・
⑩
・
⑯
が
上
段
か
ら
下
段
へ

と
移
る
自
然
な
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑦
・
⑫
は
下
段
か
ら
上
段
へ
と
移

る
逆
の
形
を
取
る
。

　

さ
ら
に
下
段
か
ら
上
段
へ
移
る
⑤
・
⑮
は
注
目
さ
れ
、
次
に
示
す
よ
う

に
、
下
段
の
五
～
六
行
が
中
央
か
ら
書
き
始
め
、
三
行
左
へ
進
ん
だ
の
ち
、

戻
っ
て
右
端
の
行
へ
移
る
、
い
わ
ゆ
る「
返
し
書
き
」の
形
を
取
っ
て
い
る
。

　

三
段
組
み
も
、
⑥
は
中
段
に
始
ま
り
、
上
段
へ
移
っ
て
下
段
に
進
む
形
、

⑰
は
下
段
・
中
段
・
上
段
と
遡
る
形
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
漢
詩
句
と
和
歌
の
番
い
を
な
す
十
八
例
の
散
ら
し
書
き

は
、
重
な
る
形
式
の
も
の
は
少
な
く
、
相
互
に
異
な
る
多
様
な
型
を
展
開

さ
せ
て
い
る
（
末
尾
に
十
八
例
す
べ
て
の
図
版
を
掲
げ
た
）。

　

こ
れ
ら
を
見
渡
し
、
こ
の
多
彩
さ
が
実
現
さ
れ
た
要
因
を
考
え
る
と
き
、

中
心
を
な
す
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
段
組
み
を
構
成
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
文
字
を
書
き
連
ね
る
際
に
、
行
書
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、
階
層
を
形

成
す
れ
ば
、
字
配
り
の
新
し
さ
は
格
段
に
拡
が
る
。
そ
の
手
法
を
得
た
こ

と
が
、
多
様
化
を
可
能
と
す
る
原
点
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
先
に
桑

田
氏
が
類
型
化
さ
れ
た
八
種
の
型
に
即
す
れ
ば
、「
上
下
二
段
散
」・「
三

段
散
」
等
の
段
組
み
の
構
成
が
、
新
た
な
文
字
の
配
置
を
切
り
拓
く
た
め

の
最
も
重
要
な
手
法
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

　

そ
の
段
を
形
成
す
る
発
想
と
等
し
く
重
要
な
要
因
に
数
え
ら
れ
る
第
二

は
、
⑤
・
⑮
に
見
ら
れ
た
「
返
し
書
き
」
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
日
本
語
の
表
記
に
お
い
て
行
を
連
ね
る
方
向
は
、
右

か
ら
左
に
定
ま
っ
て
お
り
、
戻
る
事
態
は
発
生
し
な
い
。
通
常
あ
り
得
な

い
戻
る
書
き
方
は
、
段
組
み
以
上
に
、
文
字
の
配
置
の
自
在
さ
を
獲
得
す

る
た
め
の
重
い
契
機
と
な
っ
た
と
思
し
い
。
新
し
い
と
は
言
え
、
段
組
み

は
常
識
の
範
囲
に
収
ま
る
の
に
対
し
、
行
の
進
み
行
く
方
向
を
逆
に
す
る

発
想
は
き
わ
め
て
斬
新
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
も
、
行
を
遡
る
形
を
取
る

こ
の
返
し
書
き
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
そ
の
水
平
方
向
の
逆
の
進
行
も
認

め
る
発
想
が
、
垂
直
方
向
の
逆
を
も
導
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
段
組
み
の
下
か
ら
上
へ
の
形
を
生
ん
だ
の
も
、
返
し
書
き
の
影
響
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と
み
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
行
移
り
の
横
と
縦
の
い
ず
れ
の
方
向
に
お

い
て
も
、
通
常
の
逆
向
き
が
可
能
と
な
り
、
こ
こ
に
行
を
配
す
る
常
識
の

制
約
が
解
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

⑬
の
例
は
、
行
書
き
と
段
組
み

を
組
み
合
わ
せ
た
例
で
あ
り
、
こ

れ
は
紙
面
の
左
半
分
に
三
行
を
記

し
た
の
ち
、
紙
面
右
へ
移
っ
て
段

組
の
下
段
か
ら
上
段
へ
と
進
む
形

を
取
る
、
創
意
が
融
合
さ
れ
た
形

式
で
あ
る
。

　

以
上
の
十
八
例
の
散
ら
し
書
き
は
多
彩
さ
を
志
向
し
て
お
り
、
そ
れ
を

可
能
に
し
た
の
が
、
段
組
み
構
成
と
返
し
書
き
に
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る

で
あ
ろ
う
。

	

イ
、
散
ら
し
書
き
の
実
態　

― 

坤 

―

　

次
に
、「
坤
」
を
見
て
み
よ
う
。

　

や
は
り
、
模
式
で
示
し
た
次
の
一
覧
を
見
る
と
、「
乾
」
の
十
八
例
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
多
様
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
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行
書
き
は
八
例
（
①
・
②
・
⑤
・
⑦
・
⑨
・
⑩
・
⑭
・
⑱
）
で
あ
る
の

に
対
し
、
段
組
み
を
構
成
す
る
の
は
そ
れ
以
外
の
十
例
で
、
や
は
り
段
組

み
と
行
書
き
の
比
率
は
「
乾
」
と
近
い
値
で
あ
る
。

　

そ
の
行
書
き
は
「
乾
」
と
同
様
に
四
行
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
行
の
数

と
長
さ
の
違
い
に
よ
り
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は

段
組
み
も
全
く
同
様
で
あ
る
。

　

以
下
、
段
組
み
の
構
成
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
③
は
、
形
式
と
し
て
は

三
段
な
が
ら
、
右
上
か
ら
左
下
へ
書
き
進
め
、
右
下
に
移
っ
て
、
左
上
に

移
る
と
い
う
襷
掛
け
の
方
向
を
た
ど
る
構
成
で
あ
る
。
⑮
は
そ
れ
と
同
様

の
形
を
取
り
、
右
下
と
左
上
の
部
分
に
宣
命
書
き
を
取
り
入
れ
る
。
さ
ら

に
「
乾
」
に
は
な
い
四
段
組
み
が
見
ら
れ
、
そ
の
う
ち
⑥
は
右
下
か
ら
左

上
に
掛
け
て
雁
行
で
遡
る
形
を
取
る
。
⑧
は
中
央
か
ら
左
上
、
右
下
、
右

上
と
移
る
も
の
。
⑪
は
中
央
か
ら
左
下
へ
上
り
藤
の
型
で
進
み
、
右
下
へ
、

右
上
へ
、
左
上
へ
と
い
う
形
で
移
り
、
上
の
部
分
は
宣
命
書
き
を
取
り
入

れ
た
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
四
段
構
成
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
四
つ

の
塊
を
配
す
る
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
⑫
・
⑬
・
⑰
で
は
長
短
の

平
行
に
並
ぶ
行
を
四
段
に
構
成
す
る
も
の
で
、
⑫
は
下
か
ら
上
へ
、
⑬
と

⑰
は
上
か
ら
下
へ
と
配
し
た
も
の
。
⑰
は
さ
ら
に
、
二
段
目
・
四
段
目
に
、

中
央
の
一
字
を
左
右
よ
り
下
げ
る
工
夫
を
施
し
た
散
ら
し
方
で
あ
る
。

　
「
乾
」
の
散
ら
し
を
発
展
さ
せ
、
複
雑
な
形
を
創
り
出
そ
う
と
し
た
跡

が
窺
わ
れ
る
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
特
に
⑫
・
⑬
・
⑰
な
ど
は
左
右
対
称
の

原
理
を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
、
先
の
桑
田
氏
の
著
書
で
下
さ
れ

て
い
る
否
定
的
な
評
価
（「
遊
戯
」「
悪
趣
味
」
等
）
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

書
道
芸
術
に
は
埒
外
と
な
っ
て
し
ま
う
散
ら
し
方
に
ま
で
展
開
し
て
い
る



―  12  ―

研究所紀要 9号　寺島　三校

の
で
あ
る
。

		


三
、
淵
源

　
『
詩
歌
色
紙
形
』
に
お
け
る
和
歌
の
書
き
方
は
、
同
じ
散
ら
し
方
の
も

の
は
少
な
く
、
文
字
は
多
様
な
配
さ
れ
方
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
た
。
も

と
よ
り
そ
れ
は
意
図
的
に
異
な
る
配
置
を
目
指
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
ず
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
行
を
連
ね
る
方
向
を
逆
も
可
と
し
た
こ
と
に

あ
り
、
以
て
多
彩
化
の
道
が
開
け
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
、
行
に
と
ど
ま
ら
ず
文
字
自
体
を
左
か
ら
右
へ
書
く
「
左
書

き
」

（
７
）

が
加
わ
れ
ば
、
文
字
通
り
自
在
な
方
向
に
書
き
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
の
ち
の
「
百
体
和
歌
散
ら
し
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
意
想
外
の

例
を
多
く
含
む
百
パ
タ
ー
ン
も
実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
通
常
の
逆
方
向
に
行
を
移
す
方
法
は
、
な
ぜ
可
能
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、
書
か
れ
る
の
が
限
定
さ
れ
た
紙
面
の
色

紙
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
。
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
散
ら
し
書
き

は
、
例
え
ば
『
元
永
本
古
今
和
歌
集
』
に
も
見
ら
れ
、
既
に
萱
の
り
子
氏（

８
）等

の
指
摘
に
あ
る
通
り
、種
々
の
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
る
。そ
れ
ら
に
は
宣
命

書
き
も
あ
り
、
斬
新
な
市
松
模
様
に
群
を
構
成
す
る
行
の
配
置
の
工
夫
も

認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、行
の
進
む
方
向
は
右
か
ら
左
で
あ
り
、当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
読
み
進
め
ゆ
く
行
為
に
反
す
る
方
向
性
は
現
れ
な
い
。

　

対
し
て
、
多
彩
な
散
ら
し
書
き
の
範
型
を
示
す
『
継
色
紙
』・『
升
色

紙
』・『
寸
松
庵
色
紙
』
の
い
わ
ゆ
る
三
色
紙
は
、
限
ら
れ
た
紙
面
に
文
字

を
配
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
巻
子
本
や
冊
子
本
と
は
条
件
を
異
に
す
る
。

も
と
よ
り
い
ず
れ
も
元
来
色
紙
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
冊
子
本
の
一

葉
で
あ
り
、
継
色
紙
に
お
い
て
は
粘
葉
装
の
内
面
書
写
部
分
の
横
長
の
紙

面
を
基
本
と
し
て
、
書
く
場
は
色
紙
で
は
な
い
。
そ
の
三
色
紙
に
「
返
し

書
き
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る（

９
）。

　

次
に
示
す
横
長
の
『
継
色
紙
』
は
、
左
の
丁
に
「
や
ま
ざ
く
ら
か
す
み

の
ま
よ
り
ほ
の
か
に
も
」
の
上
句
が
書
か
れ
、
右
丁
に
戻
っ
て
下
句
「
み

て
し
人
こ
そ
こ
ひ
し
か
り
け
れ
」
が
書
か
れ
た
も
の
。
本
色
紙
に
は
捲め

く

る

と
い
う
行
為
を
読
む
笠
嶋
氏
の
見
解
も
あ
る（

（1
（

が
、
戻
る
こ
と
に
よ
る
興
趣

は
、
書
か
れ
る
場
が
完
結
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
。『
升
色
紙
』・

『
寸
松
庵
色
紙
』
に
も
見
出
さ
れ
、

特
に
『
升
色
紙
』
に
は
多
く
の
優
れ

た
試
み
が
現
れ
る
。
次
頁
に
示
す

『
升
色
紙
』
の
歌
は
、「
ひ
と
を
お
も

ふ
こ
ゝ
ろ
は
か
り
に
あ
ら
ね
ど
も
く

も
ゐ
に
」
が
三
行
で
記
さ
れ
、
右
に

戻
っ
て
「
の
み
も
な
き
わ
た
る
か

な
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
散
ら
し
方
こ
そ
が
、
行
配
置

の
自
在
さ
を
も
た
ら
す
淵
源
だ
っ
た

と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

先
に
見
た
通
り
、
左
右
・
上
下
方

向
の
行
移
り
が
定
式
を
越
え
る
契
機
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通
常
の
形
式
で
書
か
れ
な
い
漢
詩
句
と
和
歌
は
、
題
も
作
者
名
も
記
さ

れ
な
い
。
従
っ
て
、
記
憶
し
て
い
な
い
限
り
、
す
ぐ
に
読
み
解
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
文
字
配
置
の
平
易
な
も
の
か
ら
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
も
の
ま

で
、
読
者
は
知
識
量
に
応
じ
、
模
索
を
試
み
る
。
そ
の
際
、
漢
詩
か
和
歌

の
一
方
が
理
解
で
き
れ
ば
、
同
じ
散
ら
し
方
を
す
る
も
う
一
方
は
、
速
や

か
に
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
と
も
に
知
識
が
な
い
場
合
も
、
い
ず
れ

の
ど
こ
か
に
手
が
か
り
を
求
め
、
読
み
解
き
明
か
し
て
い
く
の
が
、
こ
の

作
品
を
読
む
楽
し
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
「
坤
」
の
④
な
ど
は
、
後
掲
の
図
版
の
通
り
、
文
字
の
大
き
さ
で
右
上

の
始
ま
り
だ
け
は
見
当
が
つ
く
も
の
の
、
知
識
が
な
け
れ
ば
読
む
の
は
か

な
り
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど

こ
か
に
手
が
か
り
を
得
て
、
同
一

の
散
ら
し
方
を
踏
ま
え
、
漢
詩
と

和
歌
を
照
合
さ
せ
て
解
き
明
か
し

て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

揃
っ
た
散
ら
し
方
を
も
と
に
、
両

者
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
み
解
く

こ
と
は
面
白
く
、
本
作
が
そ
の
興
趣
を
求
め
て
編
集
さ
れ
た
可
能
性
は
高

い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
書
と
し
て
味
わ
う
立
場
か
ら
は
、
散
ら
し
方
を
揃
え
た
漢

詩
と
和
歌
の
文
字
配
置
の
対
比
を
楽
し
む
興
趣
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
散
ら
し
の
型
を
揃
え
た
漢
詩
と
和
歌
は
、
そ
も
そ
も
文
字

の
形
も
異
な
り
、
十
四
字
の
漢
字
に
対
す
る
三
十
一
字
の
仮
名
と
、
字
数

も
異
な
る
。

は
、
三
色
紙
の
先
例
が
切
り
開

い
た
自
在
さ
に
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
。
特
に
『
升
色
紙
』
は
、

ほ
か
に
重
ね
書
き
等
の
創
意
に

も
満
ち
て
、
後
の
色
紙
の
書
式

に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大

き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

多
様
性
が
追
究
さ
れ
、
結
果

と
し
て
日
本
的
な
美
と
は
か
け
離
れ
た
例
も
生
じ
る
文
字
配
置
の
自
在
さ

は
、
日
本
的
な
美
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
発
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

	

四
、
多
様
化
の
志
向

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
散
ら
し
書
き
は
多
彩
を
目
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
統
一
さ
れ
な
い
も
の
、
変
化
に
富
む
独
自
な
も
の

を
型
と
し
て
創
り
出
そ
う
と
す
る
意
思
に
由
来
す
る
。
仮
に
こ
れ
ら
十
八

例
が
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
な
ら
、
読
む
に
は
平
易
で
あ
っ

て
も
、書
と
し
て
は
退
屈
き
わ
ま
り
な
い
も
の
と
な
る
。
書
き
手
の
〈
個
〉

が
尊
ば
れ
る
書
は
、
い
わ
ば
不
揃
い
が
そ
の
属
性
の
基
本
に
あ
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
、
漢
詩
と
和
歌
を
番
え
、
両
者
を
等
し
い
型
で
記
す
本

作
固
有
の
性
格
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
多
様
さ
へ
の
志
向
は
、
散
ら

さ
れ
た
文
字
か
ら
、
表
現
さ
れ
た
内
容
を
い
か
に
読
み
解
き
う
る
か
、
に

興
趣
が
求
め
ら
れ
て
の
作
意
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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番
い
ご
と
に
漢
詩
と
和
歌
を
比
べ
読
め
ば
、
仮
名
に
漢
字
を
宛
て
文
字

数
を
減
ら
し
て
揃
え
る
工
夫
を
な
す
例
が
あ
り
、
仮
名
を
主
に
漢
字
と
の

字
数
の
差
異
を
そ
の
ま
ま
示
す
例
が
あ
り
、
さ
ら
に
内
容
に
も
関
わ
っ
て
、

型
を
共
通
と
し
た
和
漢
の
散
ら
し
方
の
異
同
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
具
体
的
な
検
討
は
別
稿
に
譲
る
が
、
同
じ
朗
詠
題
の
作
品
が
相

互
に
対
応
し
、
漢
字
と
仮
名
の
異
同
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
深
ま
る
仕
組
み

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
い
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
興
趣
を
味
わ

え
る
よ
う
に
型
を
揃
え
る
こ
と
に
、
本
作
の
書
の
最
も
重
要
な
狙
い
が

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
と
和
歌
と
を
対
等
に
扱
い
、
共

通
の
題
の
も
と
に
そ
の
異
同
を
楽
し
む
『
和
漢
朗
詠
集
』『
新
撰
朗
詠
集
』

の
作
品
に
相
応
し
く
、
共
通
の
書
式
で
元
来
異
な
る
漢
字
と
仮
名
の
配
し

方
の
妙
が
楽
し
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
〈
揃
え
る
〉
と
い
う
営
み
は
、
歌
仙
絵
の
書
を
考
え
る
時
に
は
重

要
で
あ
り
、
先
に
も
触
れ
た
左
書
き
の
書
が
現
れ
る
前
提
と
な
っ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
「
三
十
六
歌
仙
」
は
、「
三
十
六
人
歌
合
」
の
呼
称
も
あ
る
歌

合
形
式
の
秀
歌
撰
『
三
十
六
人
撰
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

歌
合
と
い
う
左
と
右
が
番
え
ら
れ
る
構
造
の
作
品
に
お
い
て
、
比
較
の

対
象
が
揃
え
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
甲
乙
付
け
が
た
い
二
者
が
並
ぶ

仕
組
み
は
、
歌
仙
絵
の
書
の
世
界
に
も
存
在
す
る
。
左
書
き
は
シ
ン
メ
ト

リ
ー
の
思
想
に
由
来
す
る
部
分
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
対
の
構
造
は
、
対

幅
画
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
絵
画
と
も
深
い
親
和
性
を
有
し
て
い
た
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
根
津
美
術
館
で
催
さ
れ
た
展
示

「〈
対
〉
で
見
る
絵
画
」（

（1
（

は
、
日
本
美
術
に
お
け
る
様
々
な
対
構
造
を
炙
り

出
し
た
優
れ
た
展
示
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
多
数
展
示
さ
れ
た
絵
画
は
、
二

者
が
〈
対
〉
と
し
て
番
え
ら
れ
、
し
か
し
、
西
欧
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な

構
造
と
は
異
な
っ
て
、
決
し
て
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
対
照
が
好
ま
れ
た

こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
た
。

　

日
本
文
化
に
お
け
る
書
の
特
徴
を
論
じ
ら
れ
た
名
児
耶
明
氏
に
、
次
の

よ
う
な
文
章
が
あ
る（

（1
（

。

　

海
外
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
や
屋
敷
な
ど
の
庭
園
な
ど
に
、
左
右
均
等

の
も
の
が
多
く
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を
基
準
と
す
る
の
に
対
し
、
わ
が

国
の
伝
統
的
庭
園
に
は
、
左
右
が
ま
っ
た
く
同
じ
庭
は
少
な
い
。
江

戸
時
代
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
桂
離
宮
や
修
学
院
離
宮
の
美
意
識
を

見
れ
ば
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
表
現
か
ら
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
美
意
識
は
、
ほ
か
の
国
の
文
化
で
は
味
わ
う
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
左
右
の
形
が
異
な
ろ
う
と
、
上
下
の
バ
ラ
ン
ス

が
極
端
に
か
た
よ
っ
て
い
よ
う
と
、
ど
ん
な
形
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ

ら
不
均
衡
な
も
の
の
調
和
を
巧
み
に
操
る
感
性
こ
そ
、
仮
名
の
表
現

と
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
再
認
識
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
、
日
本
人
ら
し
さ
を
知
る
恰
好
の
材
料
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
う
し
た
わ
が
国
独
自
の
美
意
識
に
つ
い
て
も
っ
と
幅
を
広

げ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

高
校
の
国
語
教
材
に
も
採
ら
れ
、
よ
く
知
ら
れ
た
山
崎
正
和
氏
の
「
水

の
東
西
」
の
論（

（1
（

と
も
通
い
合
う
正
当
な
指
摘
で
あ
り
、
異
存
は
な
い
。
た

だ
し
、
本
稿
で
扱
っ
た
よ
う
な
作
は
も
と
よ
り
、
歌
仙
絵
の
少
な
か
ら
ぬ

作
品
の
書
に
は
、
む
し
ろ
対
構
造
や
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
構
造
を
求
め
つ
つ
、

ま
っ
た
く
同
じ
も
の
は
な
い
差
異
を
楽
し
む
企
図
も
含
ま
れ
て
い
た
。
揃

え
つ
つ
、
微
妙
な
、
あ
る
い
は
確
か
な
不
均
衡
の
調
和
を
図
る
感
性
も
確
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実
に
存
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
決
し
て
日
本
文
化
の
例
外
で
は
な
く
、

重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
顧
慮
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

	
	

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
の
散
ら
し
書
き
に
つ
き
、
い
さ
さ
か
特
異
な
漢
詩

と
和
歌
を
同
じ
書
式
で
番
え
る
形
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
色
紙
と
い
う
限

ら
れ
た
場
に
文
字
を
書
く
営
み
に
つ
き
、
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
み
た
。
こ

の
の
ち
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
厖
大
な
型
が
派
生
し
て
い
く
散
ら
し
書
き

の
実
態
を
見
極
め
、
こ
こ
に
得
ら
れ
た
知
見
を
検
証
し
な
が
ら
、
手
付
か

ず
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
種
々
の
散
ら
し
書
き
を
読
み
解
き
、
歌
仙
絵
の

書
の
絵
と
歌
と
の
相
関
に
お
け
る
課
題
を
よ
り
深
く
問
い
直
し
て
み
た
い
。

　

上
に
掲
げ
た
画
像
は
、
土
岐
善

麿
の
自
筆
の
色
紙
で
あ
る
。
本
学

に
奉
職
し
て
い
る
縁
で
、
中
世
和

歌
研
究
者
の
大
伏
春
美
氏
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
氏
を
介
し
て
ご
遺
族

か
ら
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
大
伏

氏
は
、
武
蔵
野
女
子
大
学
で
教
鞭

を
執
ら
れ
た
土
岐
氏
の
講
筵
に
列

す
る
と
い
う
体
験
を
お
持
ち
の
本
学
卒
業
生
で
、
長
ら
く
ご
姉
妹
の
節
子

氏
と
と
も
に
土
岐
善
麿
の
研
究
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

色
紙
に
揮
毫
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
庭
の
柿
も
ぎ
て
持
ち
来
し
を
む
き

な
が
ら
若
き
ら
と
あ
り
研
究
室
の
午
後
」
と
い
う
歌
で
あ
る
。
現
代
の
散

ら
し
書
き
に
も
な
お
受
け
継
が
れ
る
〈
返
し
書
き
〉
の
魅
力
は
、
時
代
を

超
え
て
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。

注１
森
暢
『
歌
合
絵
の
研
究　

歌
仙
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）

２
桑
田
笹
舟
『
仮
名
書
道
概
説
』（
楽
書
学
院
、
一
九
三
五
年
）

３
笠
嶋
忠
幸
『
日
本
美
術
に
お
け
る
「
書
」
の
造
型
史
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一

三
年
）

４
金
子
馨
「
定
型
化
す
る
散
ら
し
書
き
ー
中
院
通
茂
筆
「
三
十
六
歌
仙
画
帖
」

を
中
心
に
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
四
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

５
金
子
馨
・
海
野
圭
介
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
入
木
道
伝

書 

解
題
（
世
尊
寺
家
篇
）」『
調
査
研
究
報
告
』
三
八
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

６
題
と
作
品
番
号
は
和
歌
文
学
大
系
『
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』（
佐
藤
道

生
・
柳
澤
良
一
著
、
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
。

７
歌
仙
絵
の
左
書
き
に
つ
い
て
は
拙
稿「
歌
仙
絵
に
お
け
る
文
字
表
記
―〈
左
右
〉

の
意
識
と
左
書
き
の
来
歴
―
」（『
日
本
文
学
（
日
文
協
）』
六
三
―
七
、
二
〇

一
四
年
七
月
）
参
照
。

８
萱
の
り
子
「
元
永
本
の
美
学
」（
和
歌
を
ひ
ら
く 

第
二
巻
『
和
歌
が
書
か
れ

る
と
き
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

９
以
下
掲
載
す
る
『
継
色
紙
』『
升
色
紙
』
の
図
像
は
、
二
玄
社
刊
「
日
本
名
筆

選
」（
13
・
16
）
に
よ
る
。

10
注
３
に
同
じ
。

11
企
画
展
「〈
対
〉
で
見
る
絵
画
」（
二
〇
二
〇
年
一
月
九
日
～
二
月
十
一
日
、

根
津
美
術
館
）

12
名
児
耶
明
『
書
の
見
方
ー
日
本
の
美
と
心
を
読
む
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇

〇
八
年
）

13
山
崎
正
和
『
混
沌
か
ら
の
表
現
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。
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『
詩
歌
色
紙
形
』
図
版

乾
（
全
十
八
図
）

①

③

⑤

⑦

⑨

②

④

⑥

⑧

⑩
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⑪

⑬

⑮

⑰

⑫

⑭

⑯

⑱
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坤
（
段
組
み
形
式
を
取
る
十
図
）

③

⑥

⑪

⑬

⑯

④

⑧

⑫

⑮

⑰
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〔
付
記
〕

　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
６
Ｋ
０
２
３
９
３
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

資
料
画
像
の
掲
載
を
お
認
め
下
さ
っ
た
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資

料
館
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。


